
事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年5月27日の豪雨により安倍川の水位が上昇し、河岸侵食が生じた。

今後の豪雨によって河岸侵食が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に安倍川の低水護岸工を実施し、地

域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

静岡県静岡市葵区福田ヶ谷地先

410,000

（１） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（安倍川水系安倍川）

アオイ フクダガヤ

410,000

令和４年５月の豪雨による被害を受けた箇所において、低水護岸工
を実施し、再度災害の防止を図る。

ア ベ

静岡県

【位置図】

施行箇所

長野県

岐阜県

愛知県三重県

写真（被災状況）

安
倍
川

被災前河岸ライン 被災後河岸ライン

安
倍
川

新静岡IC

推進費施行区間
低水護岸工 L=500ｍ

【平面図】

写真

【断面図】

被災前河岸

低水護岸工
洗堀ライン

被災時水位

凡 例

赤
推進費

施行箇所

推進費施行区間

中部運転
免許センター

介護老人
保健施設

中学校

新静岡IC

北部体育館

県立こころの
医療センター

小学校

郵便局

小学校

【浸水想定範囲】

想定浸水範囲
学校・公共施設
介護施設



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

国土交通省

宮城県黒川郡大郷町鶉崎下地先～粕川三十丁地先

170,000

（２） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（鳴瀬川水系吉田川）

クロカワ オオサト ウズラサキシモ カスカワサンジュウチョウ

170,000

令和４年７月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、法面工などの整備を行う

ナルセ ヨシダ

令和4年7月15日～16日の豪雨により吉田川で堤防の法崩れ等が生じた。

今後の豪雨によって法崩れ等が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に法面工等を実施し、地域住民の安

全・安心を確保する。

写真①

内水氾濫状況 R4.7.16 15時頃

写真②
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写真②

推進費施行区間
③吉田川左岸 L=600m

法面工 A=10,000m2
舗装工 A=4,100m2

推進費施行区間
②吉田川左岸 L=200m

法面工 A=3,300m2 
舗装工 A=1,300m2

【平面図】

推進費施行区間
①吉田川右岸 L=200m

法面工 A=3,300m2 
舗装工 A=1,300m2

【位置図】

吉田川

宮
城
県

施行箇所

浸水想定エリア
浸水面積：５．９０２ｋｍ２

浸水想定エリア
浸水面積：２．６３５ｋｍ２

施行箇所

【断面図】

法面工（ワラ芝）

盛土工 舗装工

A - A
A - A

舗装工拡大図

下層路盤 (RC-40) t=10cm

表層 (As) t=4cm

←堤内地側

A – A’ 断面



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

国土交通省

岐阜県羽島郡笠松町地先

82,500

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（木曽川水系木曽川上流）

ハシマ カサマツ

82,500

令和４年５月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、護岸改修工を行う

キソ

令和4年5月27日の豪雨により木曽川で護岸沈下が生じた。

今後の豪雨によって護岸沈下が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工を実施し、地域住民の

安全・安心を確保する。

写真②（被災状況）写真①（全景）

施行箇所

岐阜県【位置図】

護岸改修工

5.6m

20.4m

1.9m

【断面図】

（被災前より根固め工の範囲を広くし、機能向上を図る）

岐阜県道178号

推進費施行区間
護岸改修工 Ｌ＝６０ｍ

A

写
真
①

浸水想定エリア

木曽川

【平面図】

A



写真①（被災前）

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

国土交通省

静岡県島田市横井地先

532,500

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（大井川水系大井川）

シマダ ヨコイ

532,500

令和４年５月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、護岸改修工を行う

オオイ

令和4年5月13日～14日の豪雨により大井川で護岸沈下等が生じた。

今後の豪雨によって護岸沈下等が進行し、堤防決壊による後背地への被

害を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工を実施し、地域住民

の安全・安心を確保する。

籠マットの抑えブロックの流出

写真③（被災後）

籠マットの沈下

被災前の籠マット
の這わせ位置

写真②（被災後）

【位置図】

施行箇所

静岡県

推進費施行区間
護岸改修工
L=300m

AA

小学校

【平面図】

大井川

施行箇所

浸水想定エリア

（被災前より護岸復旧時に基礎高を深くすること
で洗堀防止の向上を図る）

被災後断面

護岸改修工

【断面図】

19.5m

3.8m

【浸水想定】

被災後の籠マット
の位置



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

国土交通省

静岡県島田市金谷東地先

362,500

（５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（大井川水系大井川）

シマダ カナヤヒガシ

362,500

令和４年５月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、護岸改修工を行う

オオイ

令和4年5月13日～14日の豪雨により大井川で護岸沈下が生じた。

今後の豪雨によって護岸沈下が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工を実施し、地域住民の

安全・安心を確保する。

【位置図】
施行箇所

静岡県

推進費施行区間
護岸改修工
L=200m

工場

民家

AA

【平面図】
施行箇所

浸水想定エリア【浸水想定】

被災前より護岸復旧時に基礎高を深くすることで
洗堀防止の向上を図る。

【断面図】

被災後断面

埋戻

護岸改修工

22.9m

5.7m

【被災状況写真】

根固めブロックの転動

護岸ブロックの欠損

写真



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

国土交通省

静岡県田方郡函南町塚本地先 他１箇所

325,000

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（狩野川水系大場川）

タガタ カンナミ ツカモト

325,000

令和４年５月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、護岸改修工を行う

カ ノ ダイバ

令和4年5月13日～14日の豪雨により大場川で護岸沈下が生じた。

今後の豪雨によって護岸沈下が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸改修工を実施し、地域住民の

安全・安心を確保する。

施行箇所

静岡県

【位置図】

最大洗堀深
およそ1.5m
埋戻

護岸改修工

7.2m

4
.5
m

（根固めを追加し、機能向上を図る。）

推進費施行区間

函南観音川樋管

④

ズレ落ち状況
（護岸ブロック約3cm隙間発生）

4

【平面図】

大場川

推進費施行区間
護岸改修工 L=160m

国道136号

A区間

大場川

写
真
④

推進費施行区間
護岸改修工 L=12m

B区間

浸水想定エリア

【断面図】

推進費施行区間

③②①

1 3

ズレ落ち状況

2護岸の基礎部
前面が侵食され
不安定化

ズレ落ち、段差
など変状が発生

写真（A区間）

写真（B区間）

【断面位置】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

国土交通省

鳥取県鳥取市河原町今在家地先

125,000

（７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（千代川水系八東川）

カワハラ イマザイケ

125,000

令和４年７月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、護岸工を行う

センダイ ハットウ

令和4年7月18日～19日の豪雨により八東川で護岸崩落が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸工を実施し、地域住民の安全・

安心を確保する。

施行箇所鳥取県

八東川

【位置図】

写真（被災状況）

川東八
護岸崩落

復旧イメージ

ブロック護岸に加え根固め工を追加することで
洗堀防止を図る

1:1.50

ブロック張護岸

護岸基礎 根固めブロック

管理道

【断面図】 A－A‘断面

ブロック護岸

根固め
ブロック

護岸基礎

平水位

【護岸工】

浸水想定区域
施行箇所

要配慮者利用施設

鳥取自動車道 河原IC
国道53号

【平面図】

推進費施行区間
護岸工L=60m

A

A’

写真



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

国土交通省

鹿児島県薩摩川内市若松町地先

430,000

（８） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（川内川水系隈之城川）

サツマセンダイ ワカマツ

430,000

令和４年７月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防
止対策として、護岸改修工を行う

センダイ クマノジョウ

令和4年7月8日～9日の豪雨により隈之城川で護岸崩落が生じた。

今後の豪雨によって護岸崩落が進行し、堤防決壊による後背地への被害

を防ぐため、推進費を活用して緊急的に隈之城川の護岸改修工を実施し、

地域住民の安全・安心を確保する。

写真 石積みのすべり

【位置図】

施行箇所

川内川

施行箇所

【断面図】 Ａ－Ａ断面
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【復旧イメージ】
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護岸改修工
L=370m

推進費施行区間

Ａ

Ａ

【平面図】

施行箇所

県原子力防災センター◎

◎
薩摩川内市役所

県北薩地域振興局 ◎

【浸水想定】

○浸水エリア158ｈa
○浸水戸数[世帯]
床上 1,946
床下 374

護岸改修工



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

宮城県

宮城県名取市高舘川上字西北畑地先 外

60,000

（９） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（名取川水系増田川）

ナトリ タカダテカワカミ ニシキタハタ

30,000

令和４年６月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、護岸工などの整備を行う

ナトリ マスダ

令和4年6月6日～7日の豪雨により増田川で護岸の変状等が生じた。

今後の豪雨によって護岸の変状等が進行し、堤防決壊による背後地への

被害が生じることを防ぐため、推進費を活用して緊急的に護岸工等の整備

を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

【平面図】
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推進費施行区間 L=30m

【推進費実施内容】
護岸工 L=40m（上流L=30m、下流L=10m）
護床工 N=12個（下流N=12個）

護岸工 護岸工護岸工

護床工



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

国土交通省

静岡県静岡市清水区蒲原地先

300,000

（10） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

海岸保全施設整備事業（富士海岸蒲原工区）

シミズ カンバラ

300,000

令和４年４月の波浪による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、ブロック式離岸堤の整備を行う

フ ジ カンバラ

令和4年4月22日の波浪により、ブロック式離岸堤の沈下が発生した。

今後の波浪に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

にブロック式離岸堤のかさ上げを実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

【平面図】

推進費施行区間 L=200m
ブロック製作・据付工 N=145個

静岡市清水区

写真①、②

堤防背後の浸水想定エリア（青着色部）
（事業実施前）
浸水面積 ：398ha
浸水床面積：743,636m2

【位置図】

施行箇所

静岡県

写真①（波浪来襲前）

波浪によるブロック式離岸堤の沈下

写真②（波浪来襲後）

【波浪による
沈下イメージ図】

【広域図】

富士海岸蒲原工区 L=4.2km

施行箇所

【断面図】 A - A′断面



【広域図】
施行箇所

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年4月25日に一般国道334号で崖崩れが発生し、2日間の片側交互

通行規制を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工事（落石防護柵工）を行

うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

北海道斜里郡斜里町ウトロ西地先

250,000

（11） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道334号）

シャリ シャリ ニシ

250,000

令和４年４月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、落石防護柵の整備を行う

【平面図】

北海道【位置図】
施行箇所

落石発生状況

A

A’

【断面図】
(A-A’断面)

（新設）
高ｴﾈﾙｷﾞｰ吸収型
落石防護柵(H=3.0m)

既設落石防護柵
(H=2.0m)

落石発生箇所

被災箇所

推進費施行区間
落石防護柵工 L=77m

転石分布範囲

写真①

知床峠
（冬期通行止め）

【平面図】

写真②

写真①

写真②

転石確認状況



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和3年10月26日の豪雨により一般国道42号で歩道下部の護岸が崩落し、

歩道の全面通行止めを行っている。

このため、推進費を活用して緊急的に護岸の洗掘対策工事（法覆護岸工

等)を行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

三重県南牟婁郡紀宝町井田地先

97,000

（12） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道42号）

ミナミムロ キホウ イダ

97,000

令和３年１０月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、法覆護岸工などの整備を行う

三重県

滋賀県

奈良県

愛知県岐阜県
【位置図】

施行箇所

 

【広域図】
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和3年7月12日に一般国道54号で、豪雨により発生した土石流が本線へ

流出し、約17時間の全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に土石流対策工事を行うことで再度災

害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

国土交通省

広島県三次市布野町横谷

180,000

（13） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道54号）

ミヨシ フノ ヨコタニ

180,000

令和３年７月の豪雨による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、土石流対策工の整備を行う

施行箇所

島根県

広島県

【位置図】
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土石流対策工

写真
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土石流
対策工

【土石流対策工構造図】
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年4月7日に一般県道弘法称名立山停車場線で崖崩れが発生し、

5月20日まで全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工事（落石防護柵工等）を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

富山県

富山県中新川郡立山町芦峅寺

380,000

（14） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般県道弘法称名立山停車場線）

ナカニイカワ タテヤマ アシクラジ

190,000

令和４年４月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、落石防護柵工などの整備を行う

施行箇所①

桂台地区

称名平
駐車場

大日平
山荘

飛龍橋

暫定解放中

施行箇所②

北陸電力
取水口

しょうみょうだき

【広域図】
至 立山駅

遊歩道区間車道区間
称名滝

【位置図】

立山町

富山県

施行箇所

落石防護柵完成イメージ

施行箇所①

ワイヤロープ掛工
完成イメージ

至 称名滝

落石発生領域平面図
落石発生源

推進費施行区間 L=120m
落石防護柵工 L=120m

写真①
至 立山駅

平面図

至 立山駅

落石発生箇所

至 称名滝

推進費施行区間 L=20m
ワイヤーロープ掛工
A=300m2

（既設）ワイヤーロープ掛工
施行箇所②

写真①（落石状況）

写真②（落石状況）

コウボウショウミョウタテヤマテイシャジョウ



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和3年12月2日に一般県道花園藤野線で崖崩れが発生し、片側交互通

行規制を行っている。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工事（現場吹付法枠工等)

を行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

石川県

石川県七尾市熊淵町

70,000

（15） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般県道花園藤野線）

ナナオ クマブチ

35,000

令和３年１２月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、現場吹付法枠工などの整備を行う

【断面図】
A－A’断面

現場吹付法枠工
鉄筋挿入工

待受式擁壁工
H=2.50m

【平面図】

至
富山県

至
七尾市街

写真①

A

A’

被災区間
L=30m

推進費施行区間
L=32m

土工 V=620m3
待受式擁壁工 L=32m
排水工 L=30m
現場吹付法枠工 A=731m2
鉄筋挿入工 L=568m

写真②（応急工事後）写真①（被災状況）

ハナゾノフジ ノ

施工箇所

国道160号
（緊急1次）

七尾市街

事前通行規制区間
L=130m
雨量110mm

至 富山県

至

羽
咋
市

七尾市指定避難所
（南大吞ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）
七尾市指定緊急避難場所
（旧有磯小学校）

七尾市指定避難所
（旧 涛南中学校）

七尾市指定避難所
（七尾サンライフプラザ）

【広域図】
国道249号
（緊急1次）

施工箇所

【位置図】



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年4月5日に主要地方道川根寸又峡線で崖崩れが発生し、７日間の

全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工事（法面工等）を行うこと

で再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

静岡県

静岡県榛原郡川根本町青部地内

70,000

（16） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道川根寸又峡線）

ハイバラ カワネホン アオベ

35,000

令和４年４月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、法面工などの整備を行う

至 島田市川根町

 【位置図】
静岡県

施行箇所

徳山地区
病院、高校 駅 交番

坂京地区
住宅

施行箇所

（主）川根寸又峡線

一般国道362号

落石・崩壊等危険箇所

病院 道路土工（掘削工） V＝130m3
法面工（吹付枠工） A＝465m2
鉄筋挿入工 N＝29本
落石防止網工 Ａ＝1,300m2

Ａ’Ａ
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落石防止網工

法面工（吹付枠工）

【断面図】 Ａ-Ａ’断面

鉄筋挿入工

【広域図】

【平面図】

写真（被災状況）

カワネ スマタキョウ

写真



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和3年9月2日に一般県道新城引佐線で地すべりが発生し、片側交互通

行規制を行った。

このため、推進費を活用して緊急的に対策工事（擁壁工等)を行うことで再

度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

浜松市

静岡県浜松市北区引佐町狩宿地内

110,000

（17） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（一般県道新城引佐線）

ハママツ キタ イナサ カリシュク

55,000

令和３年９月の地すべりによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、擁壁工などの整備を行う

シンシロイナサ

施行箇所

静岡県

【位置図】

写真①

道路陥没箇所

写真②
写真②

横断暗渠管のズレ

施行箇所

愛知県新城市
浜松いなさIC

【広域図】

狩宿集落

【平面図】 推進費施行区間
L=60.0m

写真①
→

A

A’

擁壁工
L=11.7m

コンクリート管工
L=41.2m

舗装工
A=313.9m2

植生シート工
A=600m2

【断面図】 A-A’断面

コンクリート管工

：崩落前
：計画

舗装工

植生シート工

擁壁工

被災箇所



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年1月18日に主要地方道京都広河原美山線で崖崩れが発生し、55

日間の全面通行止めを行った。

このため、推進費を活用して緊急的に法面対策工事（法枠工等)を行うこと

で再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

京都府

京都府南丹市美山町芦生地内

464,000

（18） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（主要地方道京都広河原美山線）

ナンタン ミヤマ アシウ

232,000

令和４年１月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、法枠工などの整備を行う

キョウト ヒロガワラ ミヤマ

【位置図】

施行箇所

京都府

写真

被災状況

【断面図】
A‐A‘ 断面

As

Co

Co

京都広河原美山線

W=4.2m

崩土

アンカー工

足場工

法枠工

横ボーリング工

排土工

落石防止網工

法枠工

落石防止網撤去工

南丹市

京都市

施行箇所

芦生
白石

佐々里峠
（冬期通行止区間）

【広域図】

美山町中心部
・美山診療所
・南丹市役所美山支所

旧知井小学校

佐々里

【平面図】
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排土工 V=1,875m3 、 アンカー工 N=105本
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落石防止網工 A=1,045m2
落石防止網撤去工 A=1,045m2
仮設工 N=1式 、仮設撤去工 N=1式
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年6月6日に一般県道比婆山公園線で崖崩れが発生し、片側交互通

行規制を行っている。

このため、推進費を活用して緊急的に落石対策工事（落石防護網工等)を

行うことで再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

広島県

広島県庄原市西城町熊野地内

60,000

（19） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）
道路更新防災等対策事業（一般県道比婆山公園線）

ショウバラ サイジョウ クマノ

30,000

令和４年６月の崖崩れによる被害を受けた箇所に対して、再度災害
防止対策として、落石防護網工などの整備を行う

ヒ バヤマコウエン

【位置図】 広島県

施行箇所

写真①（落石及びガードレールの損傷状況）

A

A’

写真①

写真②

推進費施行区間

【平面図】

落石防護網破損

ガードレール破損

・落石防護網工 A=500m2
・ロープ伏工 A=332m2
・ロープ掛工 N=4箇所

落石発生源

落石防護網工
（高エネルギー吸収型）

ロープ伏工

ロープ掛工

ロープ掛工

ロープ掛工

ロープ伏工

【広域図】

西城市民病院

西城小学校

西城中学校

西城保健福祉センター

施行箇所

下尺田集落

上長者原集落

熊野の大トチ

熊野神社

比婆道後帝釈
国定公園

183

314

314

183

集落
病院
避難所
観光地

至鳥取県

至東城IC

至三次市

写真②（新たに確認された不安定な転石）

不安定な転石
（1.0m×2.2m×0.5m）

不安定な転石
（0.8m×0.7m×0.5m）

【断面図】
A – A’断面

落石防護網工
（高エネルギー吸収型）

ロープ伏工

堆積土砂

新たに確認された
不安定な転石
（一部が落石）

岩壁に開口亀裂が
発達し，不安定な
浮石の状態

落石防護網破損

ガードレール破損



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費

令和4年3月16日の地震により、鵜ノ尾埼灯台において敷地法面の崩落等

が発生した。

このため、推進費を活用して緊急的に対策工事（法面保護工等）を行うこと

で再度災害防止を図り、灯台の適切な運用を維持し、船舶交通の安全を確

保する。

海上保安庁

福島県相馬市尾浜字松川

（20） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

船舶交通安全基盤整備事業（松川浦漁港）
マツカワウラ

ソウマ オバマ マツカワ

令和４年３月の地震による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、法面保護工などの整備を行う

（千円） （千円）225,867 225,867

施行箇所

【位置図】

灯塔及び電源改修工

現状

改修後

灯塔改修工
・亀裂補修
・塗装

電源改修工
・太陽電池パネル
設置等

【断面図】 法面保護工（A-A’断面）

コンクリート吹付

ルートパイル打設

【平面図】

太平洋

法面保護工
A=271㎡

灯塔及び電源改修工
N=1基

A
A’

（松川浦県立自然公園内）

電柱倒壊箇所

鵜ノ尾埼灯台

推進費施行区間 写真①（全景）

法面崩落

写真②（法面崩落状況）



事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和4年3月16日の地震により、町道107号の昭和大橋で橋梁支承の一部

が被災した。現在、全面通行止めを行っている。

このため、同様の地震が発生した場合に損傷する可能性のある橋梁支承

について、推進費を活用して緊急的に対策工事（支承取替工)を行うことで

再度災害防止を図り、通行者の安全・安心を確保する。

桑折町

福島県伊達郡桑折町大字上郡才勝地内

124,000

（21） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（町道107号）

ダテ コオリ カミゴオリサイカチ

62,000

令和４年３月の地震による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、支承取替工を行う

【位置図】 施行箇所×

【側面図】

【断面図】

支承位置

阿武隈川

写真

支承取替工
Ｎ＝６基

被災支承

支承取替工
Ｎ＝６基

Ｐ４橋脚 支承（許容応力度超過を確認）
推進費を活用し、ゴム支承に更新

【写真】

凡 例

赤 推進費施行箇所

緑 災害復旧・関連

施行箇所
（昭和大橋）

N

避難所
（伊達崎小学校）

北福島医療センター

醸芳中学校

桑折町

伊達市

【広域図】
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費

令和4年6月の落雷により、対馬棹埼灯台において灯塔の損傷等が発生し

た。

このため、推進費を活用して緊急的に対策工事（避雷針設置等）を行うこと

で再度災害防止を図り、灯台の適切な運用を維持し、船舶交通の安全を確

保する。

海上保安庁

長崎県対馬市上県町佐護字安保西里

（22） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

船舶交通安全基盤整備事業（対馬棹埼）
ツシマサオサキ

ツシマ カミアガタ サ ゴ ア ボ ニシザト

令和４年６月の落雷による被害を受けた箇所に対して、再度災害防止
対策として、避雷針設置などの整備を行う

（千円） （千円）36,483 36,483

①灯塔改修工

避雷針２本設置

避雷導線設置

躯体欠損部補修、
防水塗装

②機器撤去・設置工(灯台機器等)

イメージ

【被害状況】

機器破損状況

耐雷トランス破損状況

灯台破損状況

電力メータ破損状況

落雷による過放電

【施行内容】

【位置図】

対馬（長崎県）

施行箇所



（23） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

宮城県

宮城県仙台市泉区北中山地内

農山漁村地域整備交付金（盛土緊急対策事業）事業

（北中山地区）
キタナカヤマ

センダイ イズミ キタナカヤマ

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費

静岡県熱海市で発生した土石流災害を受けて実施した盛土総点検の結果、

令和3年8月26日に地すべりが生じている盛土を確認した。

今後の降雨に対し、災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に排

土工等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

盛土による災害防止に向けた総点検を踏まえ、対策の必要が生じた箇
所において、災害防止対策として、排土工などの整備を行う

（千円） （千円）433,830 289,220

【断面図】
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A-A’断面
排土工
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植生工
排水工

残土処理工 現場内には，地すべりによるクラックが
多数確認されている。
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【保全対象等詳細図】 Ｎ
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Ａ【平面図】
写真①


